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１ 管理業務の実施状況に関する事項 
１－１ 事業目標の達成状況 

事業目標の達成状況は以下のとおりです。 

成果指標 市設定値（A） 目標値（B） 累計（C) 達成率（C/A） 

来園者数 110,000人／年 110,000人／年 109,184人／年 99.3％ 

農林業体験教室 

参加者数 
1,400人 1,400人 1,452人 103.7％ 

農林業体験教室の

内、農林業に対する

理解度が向上したと

回答した割合 

90％以上 90％以上 99.7％ ― 

 

（１）来園者数 

・目標値の 110,000人に対して、実績値は 109,184人であり、達成率は 99.3％であった。 

・指定管理初年度ということもあり、上半期の来園者数は低調であったが、９月のふるさと

フェスの開催を機に、毎月開催のふるさとマルシェの来園者数も250人程度であったとこ

ろ、1,000人程度に増加し、来園者数増に寄与したと考える。特にファミリー層を中心とし

た方々が、親子で楽しめるコンテンツを目的に来園しているのが主と考えられる。一方

で、平日の来園者は100人前後と休日と比較するとかなり少なく、改善が必要である。 

  （２）農林業体験教室参加者数 

・目標値の1,400人に対して、実績値は1,452人となり、達成率は 103.7％であった。 

・ふるさとマルシェを定期的に開催したことで、これまで来園が少なかったファミリー層が来園

するようになり、その際に収穫体験等の教室を開催したことや日頃の教室の実施内容について広

報したことが、目標値の達成に寄与したと考える。 

  （３）農林業体験教室のうち、農林業に対する理解度が向上したと回答した割合 

   ・目標の90％以上に対して実績は99.7％となった。 

   ・本施設に来園し、講座の受講を通じて農業に興味を持つ方が増えており、アンケートでは、近

くで農体験や自然体験が出来る場所として、ファミリー層などにとても高評価の反応が寄せられ

ている。 
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１－２ 管理運営体制 

（１） 職員の配置 

ア  事業ごとに責任者を配置し、円滑な管理運営を行った。 

区 分 職務内容 配置数 

事業責任者  事業統括責任者：事業全般の責任を担う。 1 人 

施設運営責任者  施設運営マネジメント 1 人 

施設長 施設管理運営責任者  1 人 

会計責任者 会計他 1 人 

人事労務責任者 人事総務、安全管理他 1 人 

施設・農園管理スタッフ  管理作業・顧客対応・受付他  9 人 

 

イ  法令で義務付けられている有資格者を適切に配置した。 

・防火管理者（常勤） 

・衛生推進者（非常勤） 

・造園施工管理技士（外注） 

・自家用電気工作物主任技術者（外注） 

・救急救命講習会修了者（常勤） 

・労働安全衛生特別教育修了・刈払機（常勤） 

・食品衛生責任者（非常勤） 

 

（２） 関係法令等の遵守 

ア 個人情報保護に関する取組みについて 

（ア）千葉市指定管理者個人情報保護規程に基づき適切に個人情報を取り扱った。 

（イ）個人情報保護に関する基本方針及び個人情報保護規程を定め、全従業員に個人情報の取

り扱いに関する誓約書を提出させ、個人情報の取り扱いには細心の注意を払った。 

イ 情報公開について 

（ア）千葉市指定管理者情報公開規程を遵守した。情報公開請求は０件であった。関係する従

業員には情報公開規程について周知徹底を行った。 

（イ）各種マニュアルを作成し、情報公開請求があった場合は、公開できるよう整理しファイ

ルにまとめている。 

ウ 労働環境安定への取り組み 

（ア）社会保険労務士による労働条件審査が実施され、就業規則の見直し等を行い、労働環境

の適正化及び向上に努めた。 

 

（３） 職員への研修 

ア  作業員の安全面及び技術面向上の為、必要な研修や講習を実施した。 

イ  アンケートや苦情を受け、必要に応じてＯＪＴ教育を実施した。 
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（４） その他 

ア マニュアルの制定 

関係法令及び施設維持管理基準に適合しているマニュアルを制定し、マニュアルに従い、

運用を行った。 

イ  市内業者の育成 

施設管理において、再委託、修繕、物品購入をする際は、市内業者を積極的に登用し、

市内産業の活性化に貢献した。 

ウ  市内雇用 

原則として市内雇用を優先し、求人の際は主にハローワーク及びホームページを使用し、

率先して千葉市民の雇用を図った。 

エ  障害者雇用の確保 

本施設での障害者雇用はないが、当社全体で障害者雇用の基準を満たしている。

オ  施設職員の雇用安定化への配慮 

指定管理業務開始の際、前管理者の雇用職員のうち、希望者を継続雇用し、職員の雇用安

定化に努めている。 

カ  休園日及び使用時間 

千葉市ふるさと農園設置管理条例に基づき、月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）、年

末年始（12 月29 日～1 月3 日）を休園日とし、午前９時～午後９時（田園エリアは午後５

時まで）を使用・開園時間を原則としつつ、大型台風接近の折には、市と協議し、臨時休

園にする等、臨機応変に対応した。



6  

１－３ 施設運営業務 

１－３－１ 施設運営業務の基本事項 

・利用供与、料金徴収、各種案内、広報その他使用者に対する業務を適切に実施した。 

・受付及び料金収納等の手続については使用者の利便性を図り、また、不審者のチェック等の

安全性にも十分配慮して行った。 

 

（１）利用の受付 

利用については、必要な人員を配置するとともに、千葉市ふるさと農園設置管理条例及び管

理規則等を遵守して使用許可等を適切に実施した。 

 

（２）料金の徴収 

施設の利用料金の徴収を行うとともに、徴収したすべての利用料金について必要な帳簿等を

作成して適正に管理した。利用料金の減免については、千葉市ふるさと農園設置管理条例第

１４条の規定に該当する利用は５件あった。 

 

（３）利用者への対応 

利用者が快適に利用できるよう、下記のとおり、積極的な支援を実施した。 

ア  施設の基本情報や体験教室の内容等、パンフレット及びホームページによる情報発信を積

極的に行い、周辺地域の情報とともに市政情報を的確に提供するよう努めた。 

イ  イベント等の情報についても、ホームページやチラシ・ポスターの制作、SNSや地域新聞

等、各種広報メディアを利用した情報発信を行い、利用者が容易に情報を入手できるよう努

めた。 

ウ  快適な利用ができるよう館内のサイン等を逐次確認し、わかりやすい表示に努めた。 

エ  本施設に関する問い合せへの対応や、利用者からの苦情や要望について適切に対応した。 

オ  高齢者及び障害者等で介助を要する利用者について、車椅子の貸出等、円滑に施設利用が

できるよう適切に対応した。 

カ  利用者に対しては、条例及び規則等を遵守するよう適切な方法で周知を行った。 

 

（４）病人・けが人等への対応 

来園者・使用者等の急な病気や怪我に対応できるよう、救急対応・安全衛生管理に努めた。 

 

（５）緊急時の対応 

ア  災害緊急時の使用者の避難、誘導、安全確保や必要な通報等に関する防災マニュアル等

を作成し、緊急事態の発生時に的確に対応できる体制を整備した。 

イ  職員の防災意識の向上と緊急時の即応体制のため10月と2月に防災訓練を実施した。 
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（６）都市エリア運営業務 

諸室の貸出し業務、展示コーナー、温室等の管理運営、各種体験教室開催運営、図書・用 

具・用品等の貸出し業務等、事業計画書に沿った一連の業務を滞りなく実施した。 

 

（７）田園エリア運営業務 

エリア内に設置されている各構造物の維持管理、畑・段々畑の適切な運営及び活用など、 

事業計画書に沿った一連の業務を滞りなく実施した。 

 

（８）その他 

ア 広報業務 

本施設への集客とともに、本市の農林業振興を目的として、次のような広報業務を実施した。 

・農林業体験教室やイベント情報について、近隣自治会や学校等へのチラシ配布、SNSによる周

知等 

・本施設ホームページのリニューアル及びタイムリーな情報発信 

・本施設ＰＲ用パンフレットの配布及びポスター、チラシ等の作成・配布 

イ  用具等の貸し出し 

備え付けの車イス、会議室のスクリーンやプロジェクターを快適に利用できるよう努めた。 

ウ  情報等の掲示及び配布 

・市から要請のあった公共情報等の掲示について迅速な対応に努めた。 

エ ハローサイクリングの利用促進に貢献 
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１－３－２ 施設運営業務の実施状況 

（１）施設供用 

項 目 内 容 

供用日 ３０６ 日間 

供用時間 午前９時～午後９時、但し田園エリアは午後５時迄 

 

（２）主な施設の利用状況（詳細は資料編のとおり） 

 

区 分 

利用回数（回） 利用人数（人） 利用料金（円） 

R6 R5 R6 R5 R6 R5 

①展示・情報コーナー - - 48,036 59,372 - - 

②会議室等 710 666 9,568 10,557 526,070 497,690 

③図書室 13 24 262 16 - - 

④田園エリア - - 51,318 40,094 - - 

計（農園全体）   109,184 110,039   

1) 会議室等の利用人数は、前年対比 約1,000人減少。 

2) 施設の使用制限（不許可件数）は、0 件であった。 

3) 農園全体の利用人数は、前年対比 99.3% で微減。 

4) 施設の利用料金収入は、前年対比 105.7% で増収。 

5) 利用料金の減免は5件 （花見川区保険福祉センター、千葉県中央家畜保健衛生所、千葉市里親家庭

支援事業委員会、千葉県千葉農業事務所、千葉県中央家畜保健衛生所） 

6) その他、施設内での撮影等の行為許可が１件（NHKテレビ 番組ロケ 「チコちゃんに叱られ

る」）、情報公開請求は０件であった。 

 

（３）各種農林業体験教室の運営 

コース名 実施回数 受講人数 

ファームスクール 28 360 

キッズスクール 22 567 

ライフスタイル 39 525 

計 89 1,452 

1) 実施回数は、指定管理の基準値（年 60 回）の 148 .3％となった。 

2) 受講人数は、数値目標（1,400人）の103.7％となった。 
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１－４ 施設維持管理業務 

（１）保守管理業務(建築物） 

施設の機能と環境を維持し、本施設におけるサービス提供が常に円滑に行われるよう、建築物

の保守管理業務を次のとおり適切に実施した。 

ア  建築物の目視等による日常点検を毎日行い、部材の劣化・破損・腐食・変形等の異常があ

った場合は、迅速に修繕を実施し、適正な性能及び機能が発揮できる状態を維持した。 

イ  施設を安全かつ安心して利用できるよう、関係法令等の定めによる点検等を実施した。 

項目 内容 基準数 計画 実施 摘 要 

日常点検 
外壁、建具（内部、外 

部）、天井、床、階段等 
毎日 306 306 

 

※毎日とは、「供用期間は毎日行う」ことをいう。（以下、同様） 

 

（２）清掃業務 

施設の良好な環境衛生、美観の維持に心がけ、快適な施設空間を保つため、清掃業務を次の

とおり適切に実施した。 

 

ア 日常清掃 

項目 基準数 計画 実施 摘 要 

ふるさとの館 毎日 306 306  

温室 毎日 306 306  

ふるさと工房 毎日 306 306  

作業員詰所、便所 毎日 306 306  

田園エリア 毎日 306 306  

長屋門 毎日 306 306  

水車小屋 毎日 306 306  

東屋 毎日 306 306  

※毎日とは、「供用期間は毎日行う」ことをいう。（以下、同様） 

 

イ 定期清掃 

項目 内容 基準数 計画 実施 摘 要 

全館 床面ワックス清掃等 4 回/年 4 4  

大会議室 床面ワックス清掃等 10 回/年 10 10  
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（３）植栽維持管理業務 

   施設の美観の維持するため、植栽の適切な保護・育成を主として、次のとおり適切に実施した。 

項目 基準数 計画 実施 摘 要 

園内清掃 8 8  8  

流水・池清掃 4 4    4  

排水桝・側溝清掃 4 4    4  

除草 4 4    4  

草刈 4 4    4  

芝刈 6 6    6  

芝生地施肥 1 1    1  

芝生地除草 6 6    6  

寄植刈込 1 1    1  

生垣刈込 1 1    1  

中低木薬剤散布 2 2    2  

高木剪定（冬季剪定） 1 1    1  

中木剪定 1 1    1  

 

（４）設備機器保守管理業務 

  本施設の設備の点検について、下記のとおり実施した。 

項目 内容 基準数 計画 実施 摘 要 

電気設備 運転・監視 毎日 306 306  

日常点検 毎日 306 306  

法定点検 1 回/年 1 1  

定期点検 6 回/年 6 6  

空調設備 運転・監視 毎日 306 306  

日常点検 毎日 306 306  

定期点検 2 回/年 2 2  

ボイラー設備 日常点検 毎日 306 306  

定期点検 2 回/年 2 2  

ポンプ設備 
運転・監視 毎日 306 306  

日常点検 毎日 306 306  

定期点検 2 回/年 2 2  

電話設備 
日常点検 毎日 306 306  

定期点検 4 回/年 4 4  
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消防設備 日常点検 毎日 306 306  

総合点検 1 回/年 1 1  

機能点検 1 回/年 1 1  

警備設備 日常点検 毎日 306 306  

自動ドア設備 日常点検 毎日 306 306  

定期点検 2 回/年 2 2  

 

（５）駐車場・駐輪場管理業務 

項目 内容 基準数 計画 実施 摘 要 

駐車場 開閉・点検・清掃 毎日 306 306  

点検・清掃 毎日 306 306  

 

（６）備品管理業務 

項目 名称 内容 

調達 ・なし  

修理 ・大会議室カーテン ・２か所 

廃棄 ・なし  

 

（７）保安警備業務 

  来園者の安全等の確保のため、下記のとおり警備を実施した。 

項目 基準数 計画 実施 摘 要 

巡回警備 (昼間・開園日） 毎日 306 306  

機械警備 (夜間・休園日） 毎日 365 365  

 

（８）防災・事故対策 

  災害等の発生へ適切に対応できるよう下記のとおり防災訓練を実施した。 

項目 基準数 計画 実施 摘 要 

防災訓練 2 回/年 2 2  

 

（９）修繕業務 

  基本協定書の規定に従い、指定管理者として下記のとおり修繕を実施した。 

月 内 容 金額 

２月 ・大会議室昇降式暗幕故障、修理 71,750円 

９月 ・門の修理 95,000円 
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９月 ・堆肥舎、工房の扉修理 95,000円 

１１月 ・調理室ボイラー修理 95,000円 

 

１－５ 施設安全管理 

（１）都市エリア及び田園エリア 

・毎日の施設巡回で安全を確認し、重要な問題等は速やかに市及び関係機関へ報告するとともに、軽

微な問題点はその都度適切に対応している。 

（２）破損・火災事故等 

・本年度の発生件数は、0 件であった。 

（３）自然災害 

・本年度の発生件数は、0 件であった。＊台風・ゲリラ豪雨等による損傷は認められる（ふるさとの

館の雨漏り・水車小屋および長屋門の屋根損傷・雨漏り等） 

（４）その他 

  ・８月１６日 台風の接近に伴い、風水害の危険性が高まるため、来園者の安全確保として、施設を

臨時休園した。
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２ 自主事業の実施状況に関する事項 
２－１ 事業内容 

本施設の設置目的である農とのふれあいの充実や、施設の幅広い年齢層の方々の利用促進を狙い

とし、下記のとおり自主事業を実施した。 

 

1 子ども向け連続講座 

項目 内容 

事業内容 連続講座にすることで、植物の生長や単発では体験できない過

程を体験することができ、農や自然に関わる楽しさ、面白さを

学ぶことを目的とする（単発での申し込みも可）。 

事業場所 みんなの畑、調理室、大会議室 

利用日時 土日祝、長期休暇をメインに開催。 

利用料金 20,000円（全６講座、２時間/講座） 

参加者数 6名（定員20名） 

評価及び考察 種まきから収穫、発酵まで一連のプロセスを追体験できたこと

で、参加児童は農と食のつながりを実感し、味噌を完成させた

達成感も大きかった。少人数（6名）だったため個別指導が行き

届き、満足度は高い一方、定員20名に対して集客が伸び悩んだ

点が課題。次回は学校・地域団体へのPRを強化し、参加ハード

ルを下げることで定員充足を目指したい。 

 

2 イベント事業 

項目 内容 

事業内容 月に１回、市内農家や飲食店、雑貨屋などの出店者が集うマル

シェを開催し、生産者と消費者、都市と農村の交流の場とする

とともに、より多くの方にふるさと農園を知ってもらい、農林

業体験教室等の事業への参加等のPRを行う。また、年に１回拡

大版として、ふるさとフェスを開催する。 

事業場所 全体 

利用日時 土日祝開催。 

利用料金 無料 

参加者数 月約1,000～1,500名程度 ※ふるさとフェスは約2,000名来場 

評価及び考察 年間10回のマルシェの開催により、キッチンカーを含む多彩な

出店者が相乗効果を生み、来園者数の増に寄与した。また、例

月のマルシェの拡大版として、9月にふるさとフェスを開催した

が、これを機に、マルシェの参加者数が毎回1,000～1,500人程

度となり、農園の認知度と来園頻度を大幅に向上させた。ま

た、SNS 投稿等による周知も成果に直結したと考える。 
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３ 団体の受け入れ 

項目 内容 

事業内容 小学校などの各種団体の案内受け入れ 

事業場所 みんなの畑、大会議室 

利用日時 平日開催。団体からの問い合わせにて日程確定。 

利用料金 無料 

参加者数 47名程度（団体利用含む） 

評価及び考察 平日の団体受け入れで農園案内と体験学習（職場体験）を組み

合わせた結果、児童の食育・環境意識向上や学校との連携強化

に寄与した。千葉市ふるさと農園の理解も深まり、教員からの

評価は高い。 

 

４ コミュニティ事業 

項目 内容 

事業内容 ふるさと農園に愛着を持たせ盛り上げることを目的として、

ふるさと農園の運営における畑の活動や工作などを市民の皆

さんと共に行い、ふるさと農園を千葉市全員で作り上げてい

くコミュニティ活動を実施 

事業場所 全て 

利用日時 コミュニティの活動に応じる 

利用料金 原則無料 

参加者数 300名 

評価及び考察 市民300名が農作業とかまど・アースオーブン体験を共有し

たことで、農園の手ざわりある魅力が可視化され、SNS拡散

と口コミにより関係人口が拡大。参加者同士の横のつながり

も生まれ、年間を通じたボランティア参加の芽が育った。 
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３ モニタリングに関する事項 
３－１ 利用者アンケート調査 

ア  調査目的 

・来園者の住所地、アクセス、来園目的等を把握し、今後の実施事業や広報プロモーション

の範囲などマーケティング活動の参考とする。 

・来園の満足度、従業員の対応、清掃の満足度、利用者の意見や要望を把握し、提供サービスの

改善や向上など施設運営に反映させる。 

・農林業体験教室においては、成果指標の達成度を測るため、通常の来園者アンケートと

は別に各教室内容に応じたアンケートを実施した。 

イ  実施方法 

・施設内へのアンケート用紙と筆記具を設置や、Googleフォームを使用したオンラインア

ンケートを実施するとともに、アンケート協力の案内板の設置や、イベントや会議室等の

来園者へアンケートを依頼する等、回収枚数を増やすように努めた。 

・来園者からの問合せやクレーム等は、担当職員が内容を十分に確認して対応した。 

ウ  実施期間 

来園者アンケート：令和６年４月～令和７年３月 

エ  回収枚数 

来園者アンケート：1,280枚 

オ  アンケート結果（全設問は、資料編参照） 

 

①施設の状況 

満足度 満足 やや満足 普通 やや不満 不満足 未記入 計 

人数 895 287 55 13 6 24 1,280 

 

満足・やや満足が92％、高い満

足度と言える。 

70%

22%

4%

1%1%
2%

満足 やや満足 普通 やや不満 不満足 未記入
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②管理・運営 

対応 満足 やや満足 普通 やや不満 不満足 未記入 計 

人数 935 268 57 3 3 14 1,280 

満足・やや満足合わせ94％とな

り、高い満足度となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ 自己評価 

ア 自己評価の結果 
 

項目 総合評価 施設運営 維持管理 経営管理 自主事業 

 

評価 

 

B 

 

B 

 

B 

 

B 

 

A 

※自己評価は、次の４段階で行った。 

Ｓ：基準を大きく上回る業務執行で、著しい成果を上げることができた。 

Ａ：基準に適合した業務執行により、計画以上の成果を上げた。 

Ｂ：基準に適合した業務執行により、概ね計画どおり実施することが出来た。 

Ｃ：改善を要する問題等の発生により、計画どおり実施することが出来なかった。 

73%

21%

5% 1%

満足 やや満足 普通 やや不満 不満足 未記入
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イ 自己評価の総括 

（ア）総合評価 

当施設の運営においては、令和6年度の総利用者は109,184人で、令和5年度（110,039人）

とほぼ横ばいだが、展示・情報コーナーが19%減少した一方、田園エリアは28%増で来園の

主力へと転換し、図書室も16人から262人と利用が増える等、内訳は大きく変動した。これは

マルシェの定期開催によるところが大きいと考えており、９月のふるさとフェスの開催を機

に指定管理者の変更に伴う新たなコンテンツの周知が進んだことに起因すると考えられる。 

また、農業体験教室の実施回数は、年間60回の基準を上回る89回となり、特に、収穫体験

講座や手軽に作れるおせち料理講座は、人気が高く、定員を超える応募があり、最終的な受

講者は1,452名と高い関心を集めた。指定管理開始当初は、各講座の広報などを実施すること

が出来ず、認知不足の為、講座の申し込み数が少なかったが、現在では、SNS等を活用した

広報も実施できており、各講座20名近くの参加者がいる状態になっている。リピーターの方

も多く現在の講座については高い評価をいただいており、アンケートでは「施設の状況」

「管理・運営」の双方において満足・やや満足が94%と利用者からの支持を得ている。 

施設の維持管理においては、開設から35年以上経過していることもあり、施設内の設備の

老朽化が進んでいため、今後、修繕が必要な箇所については、施設利用に影響が出ないよう、

優先順位を決めながら、引き続き、市と協議しながら対応していきたい。 

 

（イ）施設運営業務（市民の平等利用の確保・施設の適正管理、幅広い利用の確保、その他） 

市民の平等利用を確保できるよう、会議室等の施設の使用許可等について各業務とも問題な

く遂行し、会議室等貸出施設の利用者は、前年(10,557人)と対比して989人(9.4%)減であった

が、利用料金収入は、前年(497,690円）対比 28,380 円（5.7％）の増収であった。 

また、各種農林業体験教室は 89回開催し、市基準値（60 回以上）の148.3％となった。 

・市の成果指標「農林業に対する理解度」は、目標値 90％に対し、94％の満足度を達成した。 

 

・１－２管理運営体制に記載のとおり、関係法令を遵守し、事業を実施した。 

・１－３－１施設運営業務の基本事項に記載のとおり、緊急時の対応について、体制を整

備した。 

・開館時間・休館日・利用料金設定および減免、利用促進の方策については、事業計画書

及び提案書のとおり実施した。 

・提案書のとおり、市内業者の育成、市内雇用への配慮、施設職員雇用の安定化への配慮

に取り組んだ。 

 

（ウ）施設維持管理業務 

・保守管理業務は、必要な日常点検、定期点検、法定点検を行い、修繕が必要な箇所は適

切に対処した。 

・日常的に美観の維持に努め、定期清掃は、計画通り実施した。 

・その他施設の保守管理、備品の管理、警備等を事業計画書等のとおり実施した。 

・開設から35 年以上が経過し、建物の各部に経年劣化がみられ、耐用年数を超えた設備も

あるため、早急に修繕が必要な箇所は、随時、市に報告して協議を行った。 
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（エ）経営管理業務（人的組織体制の充実、利用者サービスの充実） 

・上半期は施設長の交代が相次ぎ、業務の引き継ぎや意思決定フローが遅延するなど運営体制が一

時的に不安定となったが、下半期は新体制が定着し、職員間の役割分担と連絡体制が整理された

ことで実施体制が安定化し、計画通りの運営を継続できた。 

・法令で義務付けられている有資格者を適切に配置した。 

・職員の技術及び作業効率向上の為、刈払機安全衛生講習の研修を実施した。 

・利用者意見の聴取については、事業計画書・提案書のとおり実施した。 

・来園者の意見を多く集めるため、イベント時や会議室等の利用者に積極的にアンケート

を行うとともに、利用者の意見や要望を把握し、提供サービスの改善や向上など、施設

運営に反映させた。 

・自己モニタリングについては、月次報告書において市に報告した。 

・市緑政課「花苗配布」、市教育委員会「職場体験、教員研修」など、関係機関と積極的に連

絡調整を行い、連携を図った。 

 

（オ）自主事業 

子ども向け連続講座、イベント、団体受け入れ、コミュニティ事業の各事業部門におい

て、提案書で提案した自主事業を企画、実施した。 

①子ども向け連続講座 

・多様な担い手の確保・育成に向けた支援の一環として、一連の流れで農に対する興味関心

を高めるため、小学生向けの連続講座を実施。本年度は、指定管理初年度であったことも

あり、初回の広報が十分ではなかったが、最終的に６名の子どもが参加。身近な食材とし

て「味噌」を題材に、大豆の種まきから、収穫した大豆を使用した味噌作り、自分で育

て、作り、食べるという、農の入口から食を学ぶという講座を行い、農に関する興味関心

を広げた。参加者からは「自分で育てた大豆が味噌になり感動」「家でも仕込みたい」と

の声が多く、保護者も「農から食を学び、語る子供たちの姿に成長を感じた」と高評価。

これを踏まえ、令和7年度はシリーズ化し、新しい講座も立ち上げて広げていきたい。 

②イベント事業 

・月に一度、生産者と消費者、都市と農村の交流の場としてふるさとマルシェを開催。千葉市

内で販売をしているキッチンカーの出店や地元野菜やハンドメイド雑貨の販売が実施した。マ

ルシェの開催と同時に、農林業体験教室の講座として、さつまいも等の収穫体験を実施し、気

軽に農に触れる機会を提供するとともに、賑わいの創出と本施設の周知に繋がった。 

・ふるさと農園内を歩いて回るふるさとツアーも実施し、移ろいゆく季節の変化と、自然農法

の紹介などを行った。 

③団体受け入れ 

・農園案内と体験学習（職場体験）を組み合わせた内容で、本年度は3回実施した。 

④コミュニティ事業 

・本施設をともに作り、盛り上げるためのコミュニティを形成。本年度は定期的な開催に

より、本施設を広く沢山の方々に知ってもらうことが出来た。参加者は主にファミリー

層で子供と一緒に参加していただくことが多く、かまど・オーブンでランチ体験やカブ

トムシベッド作り等を実施し、毎月約30～50名程度が参加している。 
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４ 収支状況に関する事項 

（１）総括   単位：円 

収入の部 

委託業務による収入の部 計画① 実績② 差額②－① 

指定管理委託料 40,731,000 40,731,000 0 

利用料金収入（会議室使用料） 600,000 526,070 ▲ 73,930 

雑収入 ファームスクール 260,000 69,600 ▲ 190,400 

  キッズスクール 370,000 108,500 ▲ 261,500 

  ライフスタイル 770,000 827,600  57,600 

  その他（コピー料等） 20,000 5,360 ▲ 14,640 

委託業務小計① 42,751,000 42,268,130 ▲ 482,870 

自主事業による収入の部 計画① 実績② 差額②－① 

子ども向け連続講座 520,000 109,000 ▲ 411,000 

マルシェ 55,000 0 ▲ 55,000 

イベント事業 50,000 0 ▲ 50,000 

自主事業小計② 625,000 109,000 ▲ 516,000 

収入合計①＋② 43,376,000 42,377,130 ▲ 998,870 

    

支出の部 

委託業務による 支出の部 計画① 実績② 差額②－① 

人件費 17,734,000 21,814,894 ▲4,080,894 

事務・管理費 10,764,000 9,121,008 1,642,992 

委託費 9,816,000 8,669,637 1,146,363 

備品購入費 4,437,000 3,145,381 1,291,619 

委託業務小計① 42,751,000 42,750,920 80 

自主事業による支出の部 計画① 実績② 差額②－① 

人件費 給与・手当 2,100,000 2,100,000  0 

  人件費計 2,100,000 2,100,000  0 

事務・管理費 使用料 150,000 167,010 ▲17,010 

  資材消耗品 310,000 1,462,501  ▲1,152,501 

  広報 250,000 460,352 ▲210,352 

  印刷製本費 20,000 0 20,000 

  施設利用料 20,000 0 20,000 

事務・管理費計 750,000 2,089,863  ▲1,339,863 

自主事業小計② 2,850,000 4,189,863  ▲1,339,863 

     

支出合計 45,601,000 46,940,783  ▲1,339,783 
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（２）管理運営業務支出内訳                      （単位：円） 

項目 当初予算 執行額 予算残額 

①管理運営費 

人件費  

給料・手当 15,645,000 19,514,026 ▲3,869,091 

法定福利費等 2,048,000 2,255,476 ▲207,199 

福利厚生費 41,000 45,392 ▲4,604 

人件費計 17,734,000 21,814,894 ▲4,080,894 

事務・管理費  

旅費 1,200,000 1,478,907 ▲278,907 

消耗品費 480,000 343,064 136,936 

食糧費 24,000 158,368 ▲134,368 

印刷製本費 240,000 521,537 ▲281,537 

燃料費 360,000 311,536 48,464 

光熱水費 4,320,000 3,965,498 354,502 

通信運搬費 300,000 686,066 ▲386,066 

手数料 480,000 84,210 395,790 

保険料 600,000 573,955 26,045 

公課費 240,000 225,890 14,110 

修繕費 360,000 356,750 3,250 

外部謝金 1,800,000 382,600 1,417,400 

施設管理費 360,000 32,707 327,293 

事務・管理費計 10,764,000 9,121,008 1,642,992 

委託費    

清掃費 780,000 609,313 170,687 

設備機器管理費 2,280,000 598,840 1,681,160 

保安警備費 2,400,000 2,133,996 266,004 

廃棄物処理費 396,000 47,488 348,512 

植栽管理費 3,960,000 5,280,000 ▲1,320,000 

委託費計 9,816,000 8,669,637 1,146,363 

②管理に係る備品購入費 

備品購入費   

農機具等 1,400,000 323,437 1,076,563 

ホームページ改修 2,200,000 2,031,184 168,816 

広告物制作 837,000 790,760 46,240 

備品購入費計 4,437,000 3,145,381 1,291,619 

管理運営業務費計 42,751,000 42,750,920 80 
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（３）自主事業支出内訳 

項目 当初予算 執行済額 予算残額 

人件費計  

給料・手当 2,100,000 2,100,000 0 

人件費計 2,100,000 2,100,000 0 

事務・管理費計 

使用料 150,000 167,010 ▲17,010 

資材消耗品 310,000 1,462,501 ▲1,152,501 

広報 250,000 460,352 -210,352 

印刷製本費 20,000 0 20,000 

施設利用料 20,000 0 20,000 

事務・管理費計 750,000 2,089,863 ▲1,339,863 

自主事業支出計 2,850,000 4,189,863 ▲1,339,863 
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資料編



 

１ 施設利用状況 

  利用内容 内容 
  

合計 
４月 ５月 ６月 ７月 8 月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

展示・情報 

コーナー 
見学 人数 1,865 人 2,561 人 2,299 人 1,599 人 1,480 人 8,168 人 3,262 人 5,412 人 4,929 人 5,082 人 5,626 人 5,753 人 48,036 人 

農林業 

図書館 

図書館利用 

図書貸出 

上段：人

数 
1 人 18 人 28 人 32 人 35 人 30 人 26 人 22 人 29 人 13 人 11 人 17 人 262 人 

下段：冊 2 冊 0 冊 0 冊 0 冊 1 冊 0 冊 0 冊 0 冊 8 冊 0 冊 0 冊 2 冊 13 冊 

小会議室 各種研修 

上段：人

数 
135 人 161 人 214 人 215 人 96 人 110 人 306 人 287 人 200 人 139 人 116 人 235 人 2,214 人 

下段：回 19 回 23 回 23 回 23 回 12 回 15 回 21 回 24 回 18 回 15 回 14 回 20 回 227 回 

大会議室 
各種研修講

習     

上段：人

数 
339 人 321 人 320 人 365 人 324 人 306 人 1,331 人 926 人 342 人 241 人 301 人 880 人 5,996 人 

下段：回 27 回 25 回 26 回 26 回 25 回 30 回 37 回 35 回 30 回 22 回 28 回 29 回 340 回 

和 室 
各種研修 

講習 

上段：人

数 
32 人 15 人 32 人 107 人 63 人 16 人 113 人 88 人 39 人 24 人 27 人 98 人 654 人 

下段：回 6 回 3 回 7 回 11 回 9 回 3 回 12 回 10 回 9 回 5 回 4 回 11 回 90 回 

調理室 加工実習他 

上段：人

数 
0 人 50 人 5 人 58 人 51 人 20 人 115 人 103 人 80 人 89 人 101 人 32 人 704 人 

下段：回 0 回 3 回 1 回 4 回 7 回 1 回 6 回 5 回 4 回 10 回 10 回 2 回 53 回 

貸出施設（小計） 

上段：人

数 
506 人 547 人 571 人 745 人 534 人 452 人 1,865 人 1404 人 661 人 493 人 545 人 1,245 人 9,568 人 

下段：回 52 回 54 回 57 回 64 回 53 回 49 回 76 回 74 回 61 回 52 回 56 回 62 回 710 回 

都市エリア（小計） 人数 2,372 人 3,126 人 2,898 人 2,376 人 2,049 人 8,650 人 5,153 人 6,838 人 5,619 人 5,588 人 6,182 人 7,015 人 57,866 人 

ふるさと工房   

上段：人

数 
0 人 42 人 28 人 16 人 57 人 0 人 0 人 7 人 33 人 0 人 0 人 0 人 183 人 

下段：回 0 回 2 回 2 回 1 回 3 回 0 回 0 回 0 回 3 回 0 回 0 回 0 回 11 回 

農 園 見学 人数 1,403 人 2,004 人 1,415 人 1,192 人 1,086 人 8,042 人 5,921 人 6,112 人 6,811 人 6,295 人 5,331 人 5,523 人 51,135 人 

田園エリア（小計） 人数 1,403 人 2,046 人 1,443 人 1,208 人 1,143 人 8,042 人 5,921 人 6,119 人 6,844 人 6,295 人 5,331 人 5,523 人 51,318 人 

合計 
月計 人数 3,775 人 5,172 人 4,341 人 3,584 人 3,192 人 16,692 人 11,074 人 12,957 人 12,463 人 11,883 人 11,513 人 12,538 人 109,184 人 

累計 人数 3,775 人 8,947 人 13,288 人 16,872 人 20,064 人 36,756 人 47,830 人 60,787 人 73,250 人 85,133 人 96,646 人 109,184 人 ＊＊＊ 

                

うち団体関連 
学校関係 

人数 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 2 人 42 人 3 人 0 人 0 人 0 人 0 人 47 人 

  団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 1 団体 1 団体 1 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 (3 団体) 

  
市民団体 

人数 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

  団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 (0 団体) 

  
視察など 

人数 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

  団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 0 団体 (0 団体) 

 

２ 施設利用料金収入 

項 目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合  計  

施設利用料金収入 38,960円 36,000円 39,110円 42,310円 40,770円 37,040円 67,420円 59,450円 48,460円 35,700円 36,380円 44,470円 526,070円 
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３ 自主事業の実施状況 

（１）子ども向け連続講座 

農育講座① 

 
 

農育講座② 

 
 

農育講座③ 

 
 

農育講座④ 
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（２）イベント事業 

マルシェ① 

 

マルシェ② 

 
マルシェ③ 

 
  

マルシェ④ 
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（３）団体受け入れ 

団体受け入れ① 

 
  

団体受け入れ② 

 
 

団体受け入れ③ 

 
 

団体受け入れ④ 
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（４）コミュニティ事業 

コミュニティ① 

 
 

  

コミュニティ② 

 
 

コミュニティ③ 

 
 

コミュニティ④ 
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４ アンケート 

（１）来場者アンケート 

Q1 利用者の居住地 

居住地 市内 県内 県外 未記入 計 

人数 1,117 124 39 0 1,280 

 

回答者の87％が市内居住者で、市外県内10％、 

県外3％。利用者は生活圏内に集中し、地域密着 

型施設として定着しているが広域集客は弱い。 

県外・遠方向けPRや交通案内、連携イベント強 

化で商圏拡大を図れる。 

 

 

 

Q2 利用者の性別 

性別 男 女 その他 回答しない 未記入 計 

人数 448 802 0 １ 29 1,280 

 

回答者の63％が女性で男性は35％と、明確に女性 

中心の利用傾向が見える。家事・育児を担う層が 

サービスの主導権を握ると推測され、プログラム 

内容や広報も女性視点で受け入れられやすい。 

 

 

 

 

Q3 利用者の年齢 

年齢 10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 未記入 計 

人数 75 47 21 316 387 199 132 51 26 26 1,280 

 

最多は40代30％、次いで30代25％と子育て世代が 

半数超。50～60代も26％を占め、現役～リタイア 

前世代が主要層。一方で20代以下は約10％と少な 

く若年単身層への訴求が課題。 

家族向けサービスを軸に世代間連携プログラムを 

広げ、SNSや開催時間帯の調整も有効である。 

Q4 ふるさと農園の主な利用目的は何ですか 

87%

10%

3%

市内 県内 県外 未記入

35%

63%

2%
男 女 その他 回答しない 未記入

6%

4%
2%

25%

30%

15%

10%

4% 2% 2%

10歳未満 10代 20代 30代
40代 50代 60代 70代
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目的 施設見学 教室受講 会議室の利用 図書室の利用 マルシェ コミュニティ 散歩 その他 計 

人数 15 43 24 19 1,054 20 62 43 1,280 

 

利用目的はマルシェが83％と圧倒的で、他用途 

（散歩5％、教室受講3％等）は伸びしろあり。 

マルシェ開催時にワークショップ体験をセット化し 

滞在時間と再訪意欲を高めれば、学習・交流機能を 

育て、収益源の多角化と地域コミュニティの深化が 

期待できる。 

 

 

Q5 同伴者 

同伴者 家族 友人 個人 団体 その他 未記入 計 

人数 884 284 75 16 1 20 1,280 

 

来園者の7割が家族連れで、施設はファミリー層のレ 

ジャースポットとして定着している。友人同士も2割 

強と交流型ニーズが高い。一方、個人利用6％、団体 

1％にとどまり集団誘客の余地は大。家族向け体験を 

深化させつつ、ソロ向けリトリートや団体パッケージ 

を拡充すれば、新規層を開拓し平日の稼働率向上が期 

待できる。 

 

 

Q6 交通手段 

交通手段 乗用車 バス 徒歩 自転車 その他 未記入 計 

人数 966 67 156 37 2 52 1,280 

 

来園手段は乗用車が76％と圧倒的で、自家用車依存の 

施設構造が浮き彫りになった。公共交通（路線バス5 

％）と自転車3％の利用は低く、駐車場逼迫リスクが 

課題。 

 

 

 

 

76%

5%

12%

3%
4%

乗用車 バス 徒歩
自転車 その他 未記入

69%

22%

6%

1% 2%

家族 友人 個人 団体 その他 未記入

1%3% 2% 2%

82%

2%

5% 2%1%

施設見学 教室受講 会議室の利用

図書室の利用 マルシェ コミュニティ
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Q7 来園回数 

回数 初めて 2回目 3回目 10回以上 定期的 未記入 計 

人数 506 105 428 192 40 9 1,280 

 

初来園40％と新規獲得は好調。一方2回目8％と 

リピート初期で大幅減、3回目以降は33％、10 

回以上15％、定期3％で固定層が形成。初回満足 

度の向上と2回目来園を促すクーポン・スタンプ 

ラリーを導入すれば、離脱防止と継続率向上が期 

待できる。 

 

 

Q8 施設の状況 

満足度 満足 やや満足 普通 やや不満 不満足 未記入 未記入 計 

人数 895 287 55 13 6 10 24 1,280 

満足が70％、やや満足を含めると92％と極めて 

高評価。施設環境やサービスが期待を上回って 

いると捉えられる高評価をPRに活用しつつ、継 

続的な品質管理で信頼を確固たるものにする。 

 

 

 

 

 

Q9 管理・運営 

満足度 満足 やや満足 普通 やや不満 不満足 未記入 計 

人数 935 268 57 3 3 14 1,280 

満足73％、やや満足21％で肯定

的評価が94％に 

達し、スタッフ対応や運営体制の質が高いことが 

示された。 

 

 

 

 

 

40%

8%

33%

15%

3% 1%

初めて 2回目 3回目
10回以上 定期的 未記入

70%

22%

4%
1%1% 2%

満足 やや満足 普通
やや不満 不満足 未記入

73%

21%

5% 1%

満足 やや満足 普通
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Q10 教室の参加希望状況 

教室 ファームス

クール 

キッズ 

スクール 

ライフ 

スタイル 

昨年 

 

未参加 未記入 計 

人数 88 105 118 28 667 274 1,280 

 

未参加52％、未記入22％と潜在層が圧倒的に 

多く、内容の魅力訴求や体験型の無料招待な 

どで参加ハードルを下げて興味喚起する施策 

を行っていく。 

未記入者へのフォローアップも併せて実施し 

裾野拡大を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7%

8%

9%

2%

52%

22%

ファームスクール キッズスクール
ライフスタイル 昨年
未参加 未記入
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（２）ファームスクールアンケート 

Q1 講座の内容はいかがでしたか 

大変良かった 良かった やや良かった やや良くなかった 良くなかった 

232 92 11 0 0 

 

講座内容への満足度は非常に高く、回答335名中

「大変良かった」232名（69％）、「良かった」

92名（28％）で肯定的評価が97％を占めまし

た。「やや良かった」は11名（3％）、否定的評

価はありません。 

 

 

 

 

Q2 講師の説明指導はいかがでしたか 

大変良かった 良かった やや良かった やや良くなかった 良くなかった 

233 90 7 0  1 

 

回答331名中「大変良かった」233（71％）、「良

かった」90（27％）、「やや良かった」7（2％）

で肯定的評価は99％超。否定的意見はわずか1名の

みで、講師の分かりやすさと丁寧な指導が高く評

価されました。 

 

 

 

 

Q3 講座の時間はいかがでしたか 

長すぎる やや長い ちょうどよい やや短い 短い 

1 1 315 6 2 

 

講座時間への満足度は極めて高く、回答325名

中「ちょうどよい」が315名（97％）と圧倒

的。長短いずれの不満も「長すぎる」「やや長

い」が各1名、「やや短い」6名、「短い」2名

と計3％未満にとどまりました。 

 

 

 

69%

28%

3%

大変良かった 良かった
やや良かった やや良くなかった
良くなかった

71%

27%

2%

大変良かった 良かった

やや良かった やや良くなかった

良くなかった

97%

2% 1%
長すぎる やや長い
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Q4 講座の参加費はいかがでしたか。 

高い やや高い ちょうどよい やや安い 安い 

1 7 260 41 30 

 

参加費は「ちょうどよい」が260名（77％）で

圧倒的多数。割安感を示す「やや安い・安い」

も71名（21％）と好意的で、高いとの声はわず

か8名（2％）。価格設定は概ね妥当と評価され

ています。 

 

 

 

 

Q5 職員の対応はいかがでしたか。 

大変良かった 良かった やや良かった やや良くなかった 良くなかった 

202 120 12 0 0 

 

職員対応への評価は極めて良好で、回答334名中

「大変良かった」202（60％）、「良かった」

120（36％）、「やや良かった」12（4％）。否

定的意見は0で肯定率100％。丁寧かつ迅速な応対

が信頼感を高めたと考えられます。 

 

 

 

 

 

Q6 あなたの年代を教えてください。 

40代未満 40代 50代 60代 70代以上 

47 49 48 73 118 

 

回答335名中、60代22％・70代以上35％で計57％

を占め、高年層中心の構成。40代未満～50代は計

43％と幅広く参加する一方、ミドル層はやや少な

めでした。 

 

 

 

 

2%

77%

12%

9%

高い やや高い ちょうどよい

やや安い 安い

60%

36%

4%

大変良かった 良かった
やや良かった やや良くなかった
良くなかった

14%

15%

14%

22%

35%

40代未満 40代 50代 60代 70代以上
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Q7 野菜作りの理解向上を目的として開催しましたが、より理解が深まりましたか？ 

よく理解できた 理解できた 
あまり理解 

できなかった 
理解できなかった 

243 91 1 0 

 

「理解が深まった」が335名中334名（99％：よく

理解243、理解91）と圧倒的。「あまり理解できな 

かった」は1名のみで目的達成度は高い。実演と具

体例が理解促進に寄与したとの声が多数ありまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73%

27%

理解できた 理解できた

あまり理解できなかった 理解できなかった
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（３）ライフスタイルアンケート 

Q1 講座の内容はいかがでしたか 

大変良かった 良かった やや良かった やや良くなかった 良くなかった 

362 107 3 1 0  

 

回答473名中、「大変良かった」362名（76％）、

「良かった」107名（23％）で肯定評価99.8％。否

定的意見は1名のみと満足度は極めて高い。 

 

 

 

 

 

 

Q2 講師の説明・指導はいかがでしたか 

大変良かった 良かった やや良かった やや良くなかった 良くなかった 

387 83 1 1 0  

 

講師の説明・指導は極めて高評価で、472名中「大

変良かった」387名（82％）、「良かった」83名

（18％）と肯定率99.6％。「やや良かった」「や

や良くなかった」は各1名で否定意見は皆無。 

 

 

 

 

 

Q3 講座の時間はいかがでしたか 

長すぎる やや長い ちょうどよい やや短い 短い 

0  15 456 2 0  

 

講座時間は適切との評価が圧倒的で、回答473名中

「ちょうどよい」が456名（96％）。長短の不満は

17名（4％）のみ。 

 

 

 

 

 

76%

23%

1%

大変良かった 良かった
やや良かった やや良くなかった
良くなかった

82%

18%

大変良かった 良かった

やや良かった やや良くなかった

3%

96%

1%

長すぎる やや長い ちょうどよい
やや短い 短い
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Q4 講座の参加費はいかがでしたか。 

高い やや高い ちょうどよい やや安い 安い 

4 49 385 29 5 

 

参加費は472名中「ちょうどよい」385名（82％）が

圧倒的多数。「やや高い」49名（10％）、「やや安

い」29名（6％）が続き、高い・安いは各1％前後に

留まる。価格設定は概ね妥当との評価です。 

 

 

 

 

 

Q5 職員の対応はいかがでしたか。 

大変良かった 良かった やや良かった やや良くなかった 良くなかった 

383 82 5 1 0  

 

職員対応は極めて良好で、471名中「大変良かっ

た」383名（81％）、「良かった」82名（18％）、

「やや良かった」5名（1％）。否定的意見は1名の

みで満足度は99％超。丁寧な案内と迅速なフォロー

が信頼を高めたと考えられる。 

 

 

 

 

 

Q6 あなたの年代を教えてください。 

40代未満 40代 50代 60代 70代以上 

44 132 133 88 76 

 

回答473名の年代構成は、40代132名・50代133名で

計56％が中心。60代88名（19％）、70代以上76名

（16％）とシニア層も3割超を占め、40代未満は44

名（9％）にとどまる。 

 

 

 

 

1%

10%

82%

6%

1%

高い やや高い ちょうどよい

やや安い 安い

81%

18%

1%

大変良かった 良かった
やや良かった やや良くなかった
良くなかった

14%

15%

14%

22%

35%

40代未満 40代 50代 60代 70代以上
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Q7 講座の目的を理解して、講座を通してより理解が深まりましたか？ 

よく理解できた 理解できた 
あまり理解 

できなかった 
理解できなかった 

364 115 0  0 

 

回答479名全員が肯定的で、364名（76％）が「よく

理解できた」、115名（24％）が「理解できた」。

理解不足の回答はゼロで目的達成度は極めて高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76%

24%

よく理解できた 理解できた

あまり理解できなかった 理解できなかった



38 

（３）キッズスクールアンケート 

Q1 今日の授業は楽しかったですか。 

すごく楽しかった 楽しかった ふつう 
あまり楽しく 

なかった 
楽しくなかった 

347 86 4 1 0 

 

授業の満足度は非常に高く、回答438名中「すごく

楽しかった」347名（79％）、「楽しかった」86名

（20％）で肯定評価は99％を占めました。「ふつ

う」は4名、「あまり楽しくなかった」は1名のみで

否定回答なし。 

 

 

 

 

 

Q2 授業内容は分かりやすかったですか。 

わかりやすかった ふつう 難しかった 

360 76 2 

 

授業内容の理解度は極めて高く、回答438名中「わ

かりやすかった」360名（82％）が圧倒的。「ふつ

う」76名（17％）、「難しかった」はわずか2名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79%

20%

1%

すごく楽しかった 楽しかった

ふつう あまり楽しくなかった

楽しくなかった

82%

17%

1%

わかりやすかった ふつう 難しかった


